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『呪術の日本史』 4/14(水)発売

『呪術の日本史』を4月14日(水)に発売します。

日本には縄文時代から「呪術」が存在していました。「古事記」や
「日本書紀」にも描かれ、平安時代以降は陰陽師や修験道の世界で様々な
呪術が生み出され、貴族や武士たちに頼られてきました。本書では、日本
において人々がいかに呪術を用いてきたかを解説し、その発展の歴史をひ
もとくことで『呪術廻戦』の背景を考察します。

歴史・民俗学が好きな大人だけでなく、『呪術廻戦』に関連して
教科書には載っていない日本史を知りたい学生にもおすすめです。

監修は、オカルト・風水・民俗学などに造詣が深い、作家の加門七海さん
です。

『呪術廻戦』を日本の歴史から考察！

『呪術の日本史』
監修：加門七海

定価：1100円（税込）
発売日：2021年４月14日
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キャラクターとストーリーを日本史視点で徹底考察！

五条悟のモデルは空海だった？伏黒恵の術式は陰陽道由来？

陰陽道系・密教系など
術式を５体系に分けてひもとく！

古典に記録された呪術師たちと
キャラクターたちの共通点を分析


